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参考資料 4 オフィスビルからの退出一人あたりのエネルギー消費量の算出 

 

 オフィスビルからの退出一人あたりの消費電力削減量 は空調と照明それぞれの削減量の総

和として下式より算出する。空調の削減量は｛１人あたりの必要換気量に伴う外気負荷｝+｛１

人あたりの人体熱負荷｝を処理するのに使用される電力量として算出する。 
 

= +  （1） 

= ( + ) ÷  （2） 

= ∆ × V × γ × (1 − c) （3） 

：オフィスからの退室１人あたりの空調消費電力削減量 W 人⁄ ,  ：オフィスからの退室１人あた 

りの照明消費電力削減量 W 人⁄ ,  ：１人あたりの外気負荷 W 人⁄ ,  ：１人あたりの人体熱負荷 

W 人⁄ ,  COP：成績係数[−],  ∆ ：外気と室内空気の比エンタルピー差[kJ kg(DA)⁄ ], V：１人あたりの 

必要換気量 m3 hour・人⁄ ,  γ：空気の密度[kg m⁄ ], c：全熱交換器の交換効率[−]  

 

 上述の算出の各種入力パラメータついて検討するため、文献等の調査により得られた各パラ

メータ値を下表に整理した。 

 

  COP １人あたり換気量V 
全熱交換器のエンタ

ルピー交換効率 c 

人体 

熱負荷  

照明消費電力 

削減量   

外気と室内空気の比

エンタルピー差∆  

設

定 
3.1[-] 30.0[m3/(hour・人)] 0.44[-] 

119 

[W/人] 
20.0[W/人] 

一般的な夏期の空調

設定として用いられ

る（気温 26℃、湿度

50%）を室内空気の

状態と想定し、外気

とのエンタルピー差

を算出 

根

拠 

近年出荷された冷

房能力 40kW 以

上のビル用マルチ

エアコンの値

(APF)3.1～5.51）

から、既存ビルの

平均に近いと推測

される 3.1 を設定 

建築基準法の下限値

（1000ppm 以下）2）を担保

する 20.0[m3/(hour・人)]と

長期滞在時の許容 CO2濃度

（700ppm 以下）2）を担保す

る 37.5[m3/(hour・人)]か

ら、中間的な値として

30.0[m3/(hour・人)]を設定 

近年出荷された全熱

交換器の値 0.44～

0.713）から、既存ビ

ルの平均に近いと推

測される 0.44 を設

定 

事務所業

務の値

4）を想定 

近年出荷された

デスクライト１

台あたりの消費

電力の値 7.0～

20.0[W]3）から、

既存ビルの平均

に近いと推測さ

れる 20.0[W]を

設定 

 
例として、上述の各条件と 2010/8/3 の東京の気象データを用いて算出した一人あたりの消費

電力削減量を次の図に示す。 
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オフィスからの退出一人あたり消費電力削減量 
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